栗東市子育てサークル登録要綱【解説入り】
（目的）

第１条　この要綱は、児童館利用者を対象に児童福祉法第40条に規定する福祉の向上や支援に取り組む「栗東市内で子育てや親育ち関する支援活動を行う団体」（以下「団体」という。）が、市とのお互いの立場及び特性を理解し、それぞれが役割分担をしながら協働事業に取り組み、児童館において活動を行うため、市への団体登録を図ることを目的とする。

（登録の基準）

第２条　登録に必要な団体の基準は以下のとおりとする。

（１）児童福祉の増進を活動の目的とした自主的な活動・運営を行う団体であって、次の行為を行わない団体。

ア　営利を目的とした事業に関する行為
※　営利を目的とする活動とは同事業の収益をもって、当該団体等の出資者や構成員の経済的利益を図ること。収益を当該団体等の関係者に配分するなどを目的に実施する活動をいう。つまり、バザー、展示販売、物品の斡旋・販売を目的とした使用、また、これらにかかる予備的な活動を目的とした使用。専ら直接的に利潤を追求することを目的とする経済活動。
※　旧保護者クラブを母体とする団体が児童館運営の支援を目的に実施するバザーは営利には含まない。
※　各種相談事業、各種教室、学習塾、習い事などの活動の場としての使用。
※　会員・生徒募集・勧誘活動。
※　講師謝礼や講座に使用する原材料費など事業開催に伴う軽微な実費負担を参加費に転嫁することは営利には含まれない。ただし、当該団体等の活動に要する費用を賄うために活動の参加者等に対し、実費負担の範囲内で料金を徴収するものを除く（なお、実費負担を求める活動を行う場合は、同活動にかかる収支の内訳を明確にすること）。

イ　特定の団体の構成員又は特定の対象者のみを対象とする事業に関する行為
※　自己また、特定の団体の会員・関係者、また、地域など対象を限定した活動を行うことを目的とした活動をいう。
※　クラブ、サークルなどの構成員相互の親睦、連絡、意見交換・福利厚生等を主たる目的とする活動。
※　会員等に対する各種相談事業、各種教室の開催。
※　会員・生徒募集・勧誘。
ウ　講演会等特定個人の精神的、経済的支援を目的とする事業に関する行為
※　特定の政党・宗教を支持し、又はこれに反対するための政党・宗教活動、その他の政治・宗教的活動をいう。
※　宗教の教義を広め、儀式行事を行い、及び信者を教化育成することを主たる目的とする活動。　　ex.宗教儀式や活動への勧誘など

※　政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対することを主たる目的とする活動。

　ex.上記活動のための集会、署名活動、ビラ配布活動など。

· 特定の思想の流布や勧誘を伴う活動や、特定の思想の支援を図るための講演活動。

· 特定の公職(公職選挙法(昭和25年法律第100号)第3条に規定する公職をいう。以下同様。)の候補者(当該候補者になろうとする者を含む。)、公職にある者若しくは政党を推薦し、支持し、又はこれらに反することを目的とする活動。　　　　　　など

エ　その他、公序良俗に反する行為
※　自己を傷つけ、または他人に危害を加え、又は迷惑を及ぼすおそれのある事業

※　他人に危害を加え、又は迷惑を及ぼすおそれのある物を携帯している者が参加する事業。

※　ラジオ、拡声器、撮影機、録音機、写真機の類を施設長の許可無く携帯している者が参加する事業。

※　酒気を帯びていると認められる者が参加する事業。

※　異様な服装をしている者が参加する事業。　　　　　　　　　　　　　　など

（２）組織及び運営に関する、次の要件を備えていること。

ア　団体の代表者及び事務局の責任者が栗東市内の在住者であり、かつ団体の構成員の６割以上が栗東市の住民であること。又、個人の場合、その者が栗東市内在住の者であること。

	栗東市立児童館の管理及び運営に関する規則

(使用資格)

第5条　児童館を使用することができる者は、市内に居住する次に掲げる者とする。
(1)　18歳未満の者
(2)　前号の者の福祉の増進を図ることを目的とした団体又は者
(3)　その他市長が必要と認める者
※　団体の構成員以外の者の事業への参加・運営は認めないものとする。

　ex.市外在住の団体の構成員の子どもは、事業参加できない。


イ　規則第７条に定める使用者の遵守事項を守り、節度ある利用を行う団体等であること。

	(使用者の遵守事項)

第7条　児童館の使用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。
(1)　公の秩序、風俗を乱す行為をしないこと。
(2)　施設、備品等を損傷し、又は汚損しないこと。
(3)　その他管理上必要な指示に従うこと。


ウ　団体間の協調と地域住民との連携を図るとともに、地域に開かれた活動を行うことのできる団体であること。

	※　自発的な参加によって行われる不特定多数の公益性のある事業を実施すること。


エ　組織及び活動を行うために会則を有すること。

オ　その他、市が特に指示した事項を守ること。

（登録の申請）

第３条　登録を希望する団体は、栗東市子育てサークル登録申請書（別記様式第１号）及び子育てサークル会員名簿（別記様式第２号）に下記の書類を添えて、市長に提出しなければならない。
　　子育てサークル会員に変更があった場合には、速やかに新たな子育てサークル会員名簿（別記様式第２号）を市長に提出しなければならない。

（１）定款、会則等

（２）活動内容を示す書類（事業計画書、事業報告書等）

（３）その他市長が必要と認める書類

（登録）

第４条　市長は、団体の申請があったときは、第２条に定める基準によりその適否を判断し、適合する団体を栗東市子育て支援サークルとして登録し、団体に対して栗東市子育て支援サークル登録証（別記様式３号）（以下「登録証」という。）を交付する。

２　登録証は他に譲渡・転貸することはできない。また、登録証を紛失したときは、速やかに市長へ届け出なければならない。

（登録の期間）

第５条　登録の期間は、１年間とし、登録した日にかかわらず登録日の属する年度末が登録の有効期限となる。

（登録の更新、内容変更の手続き）

第６条　登録されている団体等（以下「登録団体」という。）が引き続き登録を希望する場合は、登録を受けようとする年度当初に第３条に定める書類を市長に提出しなければならない。

２　登録事項に変更が生じたときは、速やかに市長に届け出なければならない。

（登録の取り消し又は停止）

第７条　市長は、次の各号に該当すると判断した場合は、当該団体の登録を取り消すことができる。

（１）登録申請の内容に虚偽の事実があったとき。

（２）第２条で定める登録の基準の趣旨を具備しなくなったとき。

（３）施設の不適切な使用を行ったとき。

（４）登録更新を行わなかったとき。

（５）活動の実績が認められないとき。

（６）その他市長が登録を不適当であると判断したとき。

（登録団体への支援）

第８条　市は登録団体に対し、次の支援を行うものとする。

（１）子育て支援に関する事業を市との協働として行う場合、栗東市立児童館の施設を利用することができる。ただし、利用については栗東市立児童館の設置及び管理に関する条例、栗東市立児童館の管理及び運営に関する規則、栗東市地域子育て支援センター設置規程、その他市の定める利用方法に従うこと。

（２）栗東市地域子育て支援センター発行の機関紙、市ホームページ等による市と団体が行う事業に関する情報の発信。

（３）市民や公的機関からの問い合わせに対する登録団体の登録事項の公開。

（４）子育て支援団体の運営に関する相談。

（５）市の子育て支援に関する資料及び情報の提供。

（６）その他子育て支援団体の支援、育成。

（委任）

第９条　この要綱で定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。

附　則

この要綱は、平成２２年３月８日から施行する。
この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。
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